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修士論文題目 子育て世代における「健康の自己評価」を規定する 健康の概念に関する質的研究
< 目的>  本研究の目的は、子育て世代の男女における健康の概念について、一般住民を対象に 
健康の自己評価の根拠に着眼して質的に明らかにし、子育て世代の健康づくり施策のあり方に寄 
与することである。
く 研 究 方 法 〉 研究対象は、行跋機関や企業、住民組織、機縁を通じて調査協力を依頼し、協力 
の意思を書面にて確認できた滋賀県在住の30歳〜4 9歳の一般住民31名。理論的サンプリング 




< 結果〉 健康の自己評価は「まあ良い」以上が男性の7 割に対し、女^4 は半数以下であった。 
健康の自己評価の根拠は7 つ の 《上位カテゴリー》からなる3 つ の 【コアカテゴリー】で説明さ 
れた。すなわち、 《医学的根拠に判断》 《日常生活活動の中で痛みやストレス、衰えを知覚•認 




ていること》から成る【社会関係】である。 3 つの内、最も多く語られたのは【日常生活】であ 
り、かつ特に食性においては、挙児を契機に健康の概念の中心に位置づけられていた。




ビスの利用を反映した健康の枠組みであると考えられる。一方、 【日常生活】は、就労 •育児 • 
家事を中心とした日常生活の営みの継続を前提とした認知、行動であり、女性に家事や育児とい 
った稅 割遂行上の責任が多いことが、今回の対象者の背景にあると考えられた。また【社会関儀】 









(備考） 1 . 研究の目的•方法•結果•考察•総括の順に記載すること。 （ 1， 200字程度) 
2 . ※印の欄には記入しないこと。
